























??）??????? ?，，?? （?? この転字と必ずしも一致しないので，必要な場合には実際の発音をも
これを〔〕に入れて示した。たとえば，
（ハングルの転字）
　／hao－koO－ro／
　／mok－jok／
　／sip－njつn／
／sil－1je／
　（発　音）
〔hap・goO・no〕
〔MO・gjok〕
〔sim－njつn〕
〔sil－nje〕
　なお，表記にあたっては，宋　枝学編「朝鮮語小辞典」（1962，大学書林），
宋枝学編「日朝会話練習帖」　（1958，大学書林）に依拠したが，一部これと異
なるところもある。英語などの発音表記に，通常あまり用いられない記号とそ
の音価は，次の通りである。
　〔母　音〕
　／W／　中間母音，口を横に平たくして発音，日本語の「すみ」　「すし」のウ
音に近い。
　／φ／　円唇音，ドイツ語の6に近い，／we／とも発音される。
　／y／　円唇音，フランス語の／y／に近い，／wi／とも発音される。
　／朝／／w／と／i／との合成母音，ロシア語のbIに近い。
　〔子音その他〕
　／P／，／t／，／k／，／t∫／英語の場合と同じであるが，気息aspirationを伴な
わない点に注意が必要。
　／P’／，／t’／，／k’／，／t∫’／　上記の各音が気息を伴なう場合。（激音）
　／P’／，／t’る／kP／，／t∫’／　上記の各音が強く発音される場合。（濃音）
　次の各語を音節で切って読むときの，下線部の音に近い。
　　／P7／　　　bub－ble，　　rub－bing，　　cup－t）oard
　　／t，／　　　deaddo9，　　rid・dle，　　dad・dy
　　／k？／　　　beg－gar，　　gig－gle，　　big　goat
　　／t∫7／　　　rich　Joe，　　Scotch　giant，　　church　job
　／K／，／ソ，／s／，など　調音の位置にあるのみで，実際は無声。
　　　　　　　　　　　　　　　－　2　一
／p／，5／など主として日本語表記の際の，一音節として数えられる擾音，
促音を示す。
皿．朝鮮語の漢語の読み方
　現代朝鮮語の漢語の読み方を，
がつく。
????
日本語のそれと比べると，次のような点に気
漢字は原則として，一字一音で，一音節に読まれる。
同音異義語が比較的少ない。
漢語を構成する個々の漢字の読みの間には，音便作用が活澱である。
主として語頭のr音が脱落，変音する傾向が強い。
漢字の読みに独得の長短の差がある。
　以下に各項目について検討することにする。
　1．　一字一音の原則　朝鮮語では，　「山」「日」「水」「書」「人」などは，常
に／san／，／il／，／su／，／so，／in／と読まれる。日本語のように，これらの漢
字を訓読みしないのが第一の特色であり，また同じ中国音に基きながらも，呉
音，漢音，唐宋音など多様な読み方をしないことが，第二の特色である。した
がって，「株式会社」「葉書」「手形」「立場」「手当」「小包」「身分（みぶん）」
などは，それぞれ日本語式に言うと，
　「シュシキカイシャ」「ヨウショ」「シュケイ」「リツジョウ」「シュトウ」「シ
ョウボウ」「シンブン」のように読まれ，それが日用語となっている。
　しかし例外も存在する。以下はその若干の例である。漢字，普通のハングル
転字，特殊な読みの漢語，その転字，意味の順に示してある。
　「行」／heeD／　「行市」／hao－si／（臨時の店舗，市価），「行伍出身」／hag・o－
t∫’ul－sin／（微賎の兵卒から出世すること）
　「殺」／sa1／「殺到」／swee－to／（殺到）
　「大」／t≡e／　「大廟」／t’ee－mjo／（王や諸侯の始祖の詞堂），「大僕」／t’ee－pok／
（周代の官職の名）
　「悪」／ak／　「悪心」／o－sim／（むかつき），「悪感」／o－han／（さむけ）
　　　　　　　　　　　　　　　－3　一
　「茶」／ta／　「茶母」／t∫’a－mo／（官埠のひとつ），「茶盤i」／t∫’a・pan／（茶器を
のせておく小さな円盆）
　「金」／kWm／　「金達寿」／kim－tal－su／（人名）
　これらの例外的読み方があるにもかかわらず，朝鮮語の漢語の読みは，日本
語に比べると概して遥かに規則的である。たとえば，「重大」と「重陽」，「決
定」と「評定（会議の意味で）」，「文学」と「文句」などの「重」「定」「文」
はいずれも，／t∫up／，／t∫OD／，／mun／である。また日本語では仏教用語の中
に特殊な読み方をするものが多いが，朝鮮語ははこの点についても，きわめて
規則的である。以下に挙げた漢語の各組のうち，下線を引いた漢字の読みは，
一様に通例の発音である。
　　発達，発足，発心　　　　　　　　／pa1／
　　殺人，殺生　　　　　　　　　　／sal／
　　解答，解脱　　　　　　　　　　　／hee：／
　　進言，真言　　　　　　　　　　　／っn／
　　人生，衆生　　　　　　　　　　／seep／
　　ネL千義，　ネL言賛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／je／
　2．　同音異義語が少ない　朝鮮語では日本語の場合よりも遥かに多様な漢字
の読み方が可能である。その原因は，もっぱら，両国語の音韻構造の違いにあ
る。第一に，朝鮮語では母音，子音を合わせて音素の数が日本語よりも多い。
特に母音は，単母音，合成母音など合わせると21個であるのに対し，日本語で
は／W／や／j／を伴なう音節を複合母音として計算しても僅かに9個である。
第二に，朝鮮語では，閉音節が可能である。したがって／k／，／1／，／m／，／n／，
／P／，／D／などが音節の終りに来ることができ，上述の豊富な母音と結合して，
漢字の読み方を多彩にしているのである。
　以上のことを，実例についてみると，次のようになる。
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ω　日本語の同音異義語が，朝鮮語では読み分けられる墾合（＊は同音語〉
（例1）　日本語／ka－i－ko－o／
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ハングル転字 実際の発音
／hφ一hao／
／kφ一kwap／
／kee－ko／
／kee・haD／
／he∋－hao／
／hae・ku／
．／hee・hu／
　／to－o－ki／
　　　／to9－ki／
　　　／taD－ki／
　　　／tal〕－ki／
　　　／tal〕－kju／
　　　／t’u。ki／
　　　／t，u－ki／
　　　／t曽D－ki／
　　　／tWO－kwi／
　　　／to・ki／
日本　　／se－i－ka／
????????／sつD－kwa／
／t∫’00－kwa／
／sつD－ka／
／t∫つD－ka／
／t∫OD－hwa／
／t∫つ0－kwa／
／seeD－hwa／
e
〔hφ一hac〕
〔kφ：－gwag〕
〔kee：－go〕
〔kae－ha：0〕
〔hee：－ha：D〕
〔hee：－gu〕
〔ha∋：－hu〕
〔to：9－gi〕
＊〔taD－gi〕
＊〔taD・gi〕
〔tal〕－gju〕
＊〔t’u－gi〕
＊〔t’u・gi〕
〔tWg－gi〕
〔tWO－gwi：〕
〔to－gi〕
　　〔SOD・gwa：〕
　〔t∫’00－gwa：〕
　　〔SODLga〕
　　〔t∫つ：D・ga〕
　　〔t∫つ：D・hwa〕
　〔t∫O：0・gwa〕
　〔seeD・hwa〕
－　5　一
　生　家
　盛　夏
　精　華
　聖　火
　聖　歌
　製　菓
　製　靴
請　暇
これら三例は，
／saeo－ka／
／sつ0－ha／
／t∫つ0－hwa／
／sつD－hwa／
／sつ0－ka／
／t∫e－kwa／
／t∫e：－hwa／
／t∫’OD－ka／
〔seeD・ga〕
〔sっ：D－ha〕
〔t∫op－hwa〕
〔so：P・hwa〕
〔SO：0・ga〕
〔t∫e：・gwa〕
〔t∫e：－hwa〕
〔t∫’：）0・ga〕
ではそれぞれ同音となるのに対し，朝鮮語では，
紀」，「投棄」と「投機」が同音となるのみである。
　回　朝鮮語の同音異義語が，日本語では読み分けられる場合
「岩波国語辞典」から任意に借用したものであるが，日本語
　　　　　　　　　　　　　＊印をつけた「当季」と「党
（例C1）　　朝鮮語　　／kjOD・t．fo／
漢　字
魏　　　｝
　軽　躁
　軽　燥
　軽　挑　　　言動が軽率なこと
（例2）　朝鮮語　／hee・ku／
　　意　味
ソウルの風習
軽　率
軽く乾いている
??????? 海上に設定した区域
港の入口
海より来る賊
水　狗
かもめ
海　溝
日本語
ケイチョウ　又は
キョウチョウ
ケイソウ
ケイソウ
ケイチョウ
カイク
カイコウ
カイコウ
カイク
カイオウ
カイコウ
　以上は，漢韓辞典より任意に取り出した例である。朝鮮語にもたしかに同音
異義の漢語が多いが，日本語よりもずっと少ない。たとえば，回の（例1）に
　　　　　　　　　　　　　　　一6一
ついては，「敬弔」「慶弔」はいずれも日本語で「ケイチョウ」となり区別がつ
かないが，朝鮮語では〔kjっ：D－d50〕であって，「京調」以下の語とは異なって
いる。またハングルでは同様であっても，長母音〔っ：〕を有することによって，
「正気」「政機」と「精気」「施旗」とは区別されるのである。
　このような相違が生じてきた原因は，日本語と朝鮮語が，中国の漢字音のう
ちどの時代のものを採用したかということも関係があるが（日本語の場合は，
漢字文化の渡来が数回に亘って行なわれたので，呉音，漢音，唐宋音などが併
存するようになったが，朝鮮語の漢字音は，十世紀頃の宋音に基いているとさ
れる。有坂秀世《国語音韻史の研究＞p．316），それよりも，日朝両語の音韻構
造の違いが更に大きな役割を演じている。つまり，漢字は，その渡来の初期に
は，日本でも朝鮮でも，シナの原音に従って読まれたのであるが，時代を経る
につれて，それぞれの言語の音韻構造に適応，調和するようになったのである。
　この場合，朝鮮語では，前述のように，閉音節が可能であり，複合母音など
音韻数も豊富であるために，漢字の読み方も比較的よく原音の名残りを留めて
いる。これに対して，日本語では，閉音節が存在せず，合成母音は二個の母音
として取扱われ，長音は二音節と数えられ，擾音，促音も音節化する傾向があ
る。このため，現在では，個々の漢字の読み方にも，両国語では次のような著
るしい違いが生じている。
1．　開音節
　漢　字
愛，改，大
外，会，衰
　　　　　又は
衛，就
　　　　　又は
麗
揺交，表
類，閏，携
ハングル転字
／ee／，　／kee／，　／tee／
／φ／，　／hφ／，　／sφ／
／we／，／hwe／，／swe／
／y／，　／t∫’y／
／wi／，／t∫’wi／
／jo／
／jo／，　／kjo／，　／P’jo／
／ju／，　／kju／，　／hju／
一7
日本語音韻表記
／a－i／，　／ka－i／，　／da－i／
／ga・i／，　／ka－i／，　／su－i／
／e・i／，　／∫u－u／
／re－i／
／jo－o／，　／ko－o／，　／hjo・o／
／ru－i／，　／ke－i／，　／ke－i／
　　　界，例，芸　 ／kje／，／je／，／je／　　／ka－i／，／re・i／，／ge－i／
　　　快，刷，タ委　　　　／k’wee／，／swee／，／wae／　／ka－i／，／sa－tsu／，／a－i／
　　　潰／kwe／　／ka－i／
　2．　閉音節
　　　イ　日本語で長音化
　　　康，堂，能　　　／kaD／，／tab／，／nWD／　　／ko－o／，／do－o／，／no－o／
　　　ロ　日本語で燈音化
　　安，田，心　　　　／an／，／t∫つn／，／sim／　　／a一η／，／de・η／，／∫i－P／
　　　ハ　いわゆる入声の漢字
　　発，達，日　　　／pa1／，／tal／，／il／　　　／ha・tsu／，／ta－tsu／，／ni．t∫i／
　　法，　答，　協　　　　　／pop／，　／tap／，　／hjop／　　　／ho－o／，　／to・o／，　kjo－o／
　　各，独，食　　　／kak／，／tok／，／sik／　　／ka－ku／，／do－ku／，／∫o－ku／
　したがって，これらの漢字が結合して漢語を作るときは，日朝両者の読み方
に大きな違いが生じてくるのは当然である。たとえば，
　　（漢字，ハングルの転字，朝鮮語の発音，日本語の発音の順）
　　安　　心　　／an－Sim／　〔an－Sim〕　〔a一耳一∫i－P〕
　　各国／kak・kuk／〔ka－k’uk〕〔ka一さ一ko－ku〕
　　育旨　　　率　　　／n脚0－rju1／　　〔n面0－njul〕　　〔no－o・ri－tsu〕
　　食堂／sik－taD／〔sik－t’aO〕〔∫o－ku－do－o〕
　　健康増進　　／kっn－kaO・t∫曽0－t∫in／　〔ko：n－gaD－d3WO－d5in〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔ke・！3－ko－o－zo－o－∫i－P〕
　　法学部　／pop－hak－pu／〔po－p’ak・pu〕〔ho－o一ηa－ku・1）u〕
　3．　音便作用　ここで音便作用というのは，主として発音を容易にするた
め，漢語を構成する個々の漢字の読み方が，元来のものと多少異なってくる現
象を指している。たとえば，日本語の
　　観音　〔ka－n・o－n）→〔ka一η・n・・r）〕
　　反応　〔ha－p・o・o〕一→〔ha・耳一no．o〕
などは，その例である。また，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　－8一
　　学
　　発
　　憲
　　深
　　山
なども，
?????
　　　　この部類に入れてよいであろう。　　　　　　　　　　促音化，唇
音化，有声音化など各種の音便現象が見られる。しかし，次のような漢語は，
音便作用が適用可能であるのに，実際には適用されていない。
　「天安門」「反映」「紀行」「価値」「食堂」「植民地」
これらは，朝鮮語式に読むとすれば，次のようになるであろう。
　「テナンモン」「ハネイ」「キゴウ」「カヂ」「ショッドウ」「ションミンヂ」
　すなわち，日本語の漢語の読みにおいては，音便作用が，（1泌ずしも一般通
則となっていないこと，②個々の音の変異の範囲が比較的限定されているこ
と，などが指摘される。これに対して，朝鮮語の場合は，音便作用が通則化さ
れており，また音変異も多種多様である。以下に，石原六三，青山秀夫共編
「朝鮮語の学習」（1969年改訂版，養徳社）に基いて，諸例を分類して示すこ
とにする。
　1．連音化
　　軍人 ／kun－in／一→〔ku－nin〕
　　血圧　／hjっ1－ap／一一一一一一〉〔hjっ・1aP〕
　　英語　／jOD－o／一一〉〔jo・Dつ〕
　2．有声音化
　　電気　／t∫つ：n－ki／一→〔t∫つ：n－gi〕
　　糖分　／tap－pun／→〔taD－bun〕
　　商店　／sao－t∫つm／一→〔sao・d30m〕
　次のような例は，／h／の有声化と考えられている。（／h／→／fi／，／h／の黙音
化に近い。）
　　変化　／pjon－hwa／→〔pjo：n－fiwa〕（ピョーヌア）
　　　　　　　　　　　　　　　－　9一
〔ga－ku・ko・o〕　→　〔ga・芒4ko・o〕
〔ha・tsu－se－i〕　→　〔ha÷se－i〕
〔ke－P・ho－o〕　一一一〉　〔ke一坦一po－o〕
〔∫i－n－sa－P〕　一一→・　〔∫i．1｝．za■q〕
〔sa一η・ka〕→〔sa－0一ηa〕
　　哲学　／t∫っ1－hak／一一〉〔t∫ol－fiak〕（チョラク）
　3．鼻音化
　　十万　／sip－man／一→〔slm－man〕
　　国民　／kuk－min／一→〔kuO－min〕
　　駅内　／jok－nee／→〔jOO－nae〕
　次のような例は，この特殊な場合である。
　　独立 ／tok－rip／一→〔toD－ni・〕
　　学力　／hak－rjok／一→〔has．njok〕
　　法律　／pっp－rjul／→〔pっm－njul〕
　4．有気音化
　　閣下／kak－ha／→〔ka－k’a〕
　　執行 ／t∫ip－ha∋D／一→〔t∫i・P’EIコD〕
　　学会 ／hak－hφ／一→〔ha．k’φ〕
　5．　舌側音化
　　叛乱 ／pan・lan／→〔pa1－1an〕
　　新羅　／sin－la／一→〔si1－la〕
　　言論　／on－10n／一→〔ol－lon〕
　6．濃音化
　　学校　／hak－kjo／一→〔ha・k’jo：〕（ハツギヨー）
　　立法　／ip－PつP／→〔i・PbP〕（イッポプ）．
　　食　堂　　／sik－tao／→〔sik－t’aD〕　（シッタン）
　7．　口蓋音化
　　失　　ネL　　　／sil－lje／一→　〔sil・nje〕
　　活力　／hwal－ljok／一→〔hwal・njつk〕
　　雪量　／sっ1－ljao／→〔sol．njao〕
　（この場合の発音表記は，宋枝学氏の方式に依ったものであるが，石原，青
山氏の方式では〔sil－Ke〕，〔hwal－Kek〕などとなる。〔K）の方が，口蓋音化とい
う名にふさわしいと思うが，ここでは表記を一貫させるため宋氏の方式をとっ
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た。）
　日朝両語の漢字の読みにおける音便作用の違いは，やはりそれぞれの音韻構
造の違いに由来するものである。この場合，特に閉音節を有するか否かが，大
きな問題となる。日本語で連音化が通則とならないのは，語末のnが音節とし
ての意識を強固に有するためであり，したがって，たとえば，謙案は／ho・p－a－
p／としてとどまり，／ho・na・p／にはならない。例外的に連音化されるときも，
観音〔kaη一no－p〕，四天王〔∫i－te－p－no－o〕のように，音節としてのnはどこま
でも保存されるのである。また有声音化が通則とならないのは，日本語が開音
節的性格をもつために，漢語を一単位として読む場合の読み易さを捨てても，
漢語を構成する個々の漢字を語頭の子音とも一音節として常に取り扱おうとす
る傾向が強い理由によると考えられる。
　これに対して，閉音節をもち得る朝鮮語では，子音と子音との接続する機会
が多く，個々の音節や単語を言語の定着的単位とするよりも，音節の文中にお
ける有意味的結合を言語の基本的単位とする傾向が強い。たとえば，ハングル
による朝鮮文では，名詞は常に格助詞等と共に一綴りに分かち書きされてい
る。また時には助詞等が短縮されて，名詞と一緒に一音節（一語）の感を呈す
ることもある。
　（例）
　私（／na／）は（／nWn／）学校（／hak・kjo／）へ（／e／）行った（／kass・ta）。
　→／nanWn　hakkjoe　kassta／
　私（／na／）の（／Wi／）本（／t∫’eek／）一→／nee　t∫’aek／
　そんな（／kWron／）こと（／kos／）が（／i／）ある（／iss／）なら（mjon／）
　一→／kWron　ke　issWmjon／（Wは閉音節とmjonとを結ぶ挿入音）
　これ（／ikっs／）を（／Wl／）一→／ikっ1／
　すなわち，朝鮮語はいわば文節を単位としていると見ることもでき，したが
って，各音節や各単語の音相には，日本語に比べてかなりの流動性が存在し得
るので，漢語の読み方についても，このように音便作用が活酸なのではあるま
いか。
　　　　　　　　　　　　　　－11一
　　最後にこの現象を日朝両語についてもう一度比べてみると，（上段は日本語，
　下段は朝鮮語）
　　　学校　／ga－ku－ko－o／一→〔ga・さ一ko・o〕
　　　　　　　／hak－kjo／一一一〉　〔ha－k’jo：〕
　　　卓球 ／ta－ku－kju－u／一→〔ta－1－kju－u〕
　　　　　　　／tak・ku／一→　〔ta－k’u〕
　　　発達　／ha－tsu・ta－tsu／一→〔ha－f－ta・tsu〕
　　　　　　　／pal－tal／一一一〉　〔pal－dal〕
　　　閣下／ka－ku・ka／一→〔ka一依a〕
　　　　　　　／kak・ha／一一→・〔ka－k’a〕
　　　観　　音　　　／ka－P－o－P／一一テ　〔ka－P－no・iii〕
　　　　　　　／kwan－Wm／一一〉〔kwa－nWm〕
　　　深山　／si－ilr・sa－iii／一→〔∫i－P－za－P〕
　　　　　　　／Sim－San／→〔Sim－San〕
　　このうち，「観音」は，日朝両語の連音化の特色を示し，「深山」は，日本語
　では音便作用（有声音化）がはたらくが，朝鮮語ではそれが適用されない数少
　い例のひとつである。しかし，それ以外の音便作用は，「学校」以下の例に見
　られるように，日本語では，せいぜい，中間の母音を脱落させて促音化する程
　度にとどまっている。ごく概略的に言えば，日本語の音便作用が終るところか
　ら朝鮮語の音便作用が始まると，言えるのではなかろうか。
　　4．　r音の脱落又は変音　語頭にr音をもたないのは，日本語，朝鮮語を含
　めてアルタイ系言語の共通の特色といわれる。しかし，日本語では漢字，漢語
　を読む際に，語頭のr音をとり入れているのが普通である。これに対し，朝鮮
　語では，漢語の語頭のr音は，規則的に脱落又は変音した。また語頭ではない
　のにr音が脱落，変音する例も見られる。しかし近世以降，主として印欧系諸
　語からの借用語や，外国の人名，地名等には，r音が日本語と同様に使用され
，ている。以下に，このそれぞれの場合について，実例を挙げることにする。
　　（例1）語頭のr音の脱落
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　　略語／」・k－3／　良俗／1・S－s・k／　旅館／j。・kw・・／
　　連帯／jつn・tae／　列車／jっ1－t∫’a／　礼法／je－pop／
　　竜宮／jOD－kUD／　類例／ju－rje／　理論 i－ron／
　　隣国／in－kuk／　林野／im－ja／　六芸／juk－je／
　（例2）　語頭のr音の変音
　　羅紗／na－sa／　落疸／nak－tan／　乱倫／nan－ljun／
　　濫作／nam・t∫ak／来週／nae－t∫u／　労働／no－top／
　　論文／non－mun／　累進／nu－t∫in／　凌駕／nWe－ka／
　（例3）語頭以外のτ音の脱落，変音
　　鐘路　／t∫op・ro／一→〔t∫op－no〕　功労　／kop－ro／→〔koO・no〕
　　同類　／toe－rju／一→〔top－nju〕　命令　／mjOD－rjOg→〔mjO：D－njoD〕
　　（これについては，音便作用の鼻音化の項で述べたところである。）また次
のような例もある。（前の例と異なり，ハングル表記にも反映しているもの。）
　　精神分裂症　／t∫つD－sin・pun－1匡」t∫吻／
　　民主政治歴史　／min－t∫u－t∫OD－t∫’i一逃一sa／
　　民主主義の基本理念　／ki－pon－i－njつm／
　　　児童及び婦女子労働法　／pu－njo－t∫a一璽・toη一pop／
　（例4）　借用語及び外国の人名地名
　　　radio　／ra・ti－o／，』　lucky　／ro・k’i／
　　　logos　／ro－ko－sW／，　ready　made　／re－ti－me－i－t面／
　　　ruble　／ru’u－pW　l／，　　Louvre　／ru・pul／
　　　reportage（ルポルタージュ）　／rW－Pつo－rW－t’a・a・t∫W／
　　　Rome　ro・ma／，　London　／rDn・ton／
　　　Rumania　／ru・mi－ni－ja／，　　Rhine　／ra－in／
　　　Rabelais　／ra・pul－le／，　　Laski　／ra∋・sW－k’i／
　　　Lenin　／re・nin／，　　Rothsdhild　／ro・tW－t∫’a－il－t脚／
　　古くからとり入れられた外来語の中には，Russia／no－sつ一a／のように，　r音
が変音しているものもあるが，現在では一般に表普主義の転記法を採用してい
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るようである。（ハングル学会制定「ハングル綴字法統一案」第6章。）
　なお，r音の脱落，変音について注意すべきことは，この現象が，朝鮮語の
不可欠の構成要素としての湛垂…について見られるのであって，本来は外国語の
文字である崖圭については見られないということである。たとえば，漢鮮辞典
の音訓索引では，「労」「連」「論」などは，r音の項に配列されている。
　最後に興味深いのは，分裂国家である現在の朝鮮では，この点についての態
度が南北で異なることである。すなわち，大韓民国では上述のr音の脱落，変
音がそのままハングルの表記に反映しているが，朝鮮民主主義人民共和国で
は，r音をそのまま表記し，またこれを発音しようと努めている点である。こ
の結果，北と南とでは，次のような相違が生じている。
漢　語
?????
北の表記
／ro－toη／
／rak－t∫e／
／rjok－sa／
／rjっ一hae1〕／
南の表記
／no－toη／
／nak－t∫e／
／jok－sa／
／j〔》－ha∋：〕／
　現在南北で発行されているほぼ同規模の国語辞典（①「東亜新国語辞典」
1969，東亜辞書出版社，ソウル，②「現代朝鮮語辞典」1968，朝鮮民主主義人
民共和国社会科学院言語学研究所編，平壌）のrの項を比較すると，①は13ペ
ージ，②は22ページを割いている。これは①では助詞と外来語のみを採用して
いるのに対し，②では更に元来r音で始まる漢語をとり入れているためであ
る。
　5．母音の長短の区別　これについては，すでに触れたのであるが（2．　同
音異義語が少ない），朝鮮語における漢字の読みの長短の区別は，音節の増加
ではなく，音素の相違を意味する。また，この際長音の漢字の読みには多少音
価が異なってくる場合もある。（例）健康〔ko：n－gaη〕一→〔ke：n－gaη〕，電気
〔t∫つ：n－gi〕一一〉〔t∫o：n－gi〕など。
　長短の区別は，ハングルでは，辞書に：を以って示してある以外には普通は
特に表記されないが，耳で聞く漢語の区別には多少役立っていると言えよう。
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以下に実例を若干示す。
　強襲／kaη一sWp／，講習／ka：η・sWp／；帰依／kwi－Wi／，貴意／kwi：－Wi／，島民
／to・min／，道民／to：－min／；埋伏／mac－pok／，売朴簸e：－pok／；排水／pa∋・su／，
配水／pee：－su／；疵気／san－ki／，産気／sain－ki／；漁具／o・ku／，語句／o：－ku／な
ど。
　この現象は，朝鮮語固有の語彙にも見られるところである。（例）／pal／（す
だれ）／pa：1／（足），／mal／（ことば）／ma：1／（ます），／pam／（くり）／pa：m／
（夜）など。更に，上述の諸例では，長音となる漢字（講，貴，道など）が，
現代北京語では，すべて第三声または第四声に読まれるという事実も注目に価
する。他の漢字についても，この点を検討したところ，朝鮮語で長音読みのも
のは，北京語では概して第三声，又は第四声（特に多い）になっていることが
わかった。もちろん，現代北京語と朝鮮語を直接比較することは無暴であるが，
朝鮮語の長音読みの漢字は，渡来当時の中国の漢字の音調と何か関係があるこ
とを示唆していると思われる。
　これ以外にも，朝鮮語の漢語の読みには，母言の変移する傾向　（西洋／so・
jan／一→〔se－jan〕），濃音化の傾向（理科／i・kwa／一→〔it・k’wa〕），数学／su・
t∫a／→〔sut－t∫’a〕）など種々の特色が指摘されているが，ここでは主要な傾
向についてだけ，略述した。
皿．む　す　び
　これまで，日朝両語における漢語の読み方について，五項目に分けて論じて
きたが，その結果，両者の漢字，漢語の読みの違いは，それぞれの音韻構造の
特色に由来するものであることがわかった。要するに，日本語と同じく，朝鮮
語も，異質の中国原音をいかにしてその言語の音韻体系中に同化させるかとい
う問題を中心として，各自の独自の漢語の読み方を確立してきたのである。こ
の際，日朝両語に共通するのは，中国原音の音調を完全に排除したことであ
り，両者の最大の相違は，漢字を一字一音一音節に読むかどうかという点に存
在した。朝鮮語の読みは，簡単に言えば，中国原音の音相に，日本語よりも，
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もっと忠実であり，その反面r音の例に見られるように，固有の言語の性格を
固執する側面もある。原音の音相に忠実であることは，朝鮮語の音韻構造がた
またまそれを可能にしたにすぎないから，要するに朝鮮語は漢語の読み方につ
いて，より保守的であると言えるであろう。
　日本語と朝鮮語の漢字の読み方には，対応の通則があるように見えて，厳密
には容易に確立できないといわれる。だいたいの対応傾向については，石原六
三，青山秀夫共著「朝鮮語四週間」（1963，大学書林）の巻末及び同共著「朝
鮮語の学習」pp．155～6に述べられているので，参照されたい。
　この問題の解決には，日朝両語に漢字，漢語がとり入れられた時代の中国原
音（呉音，漢音，唐宋音など）の研究及び日朝両語の古代，中世における漢
字，漢語の読み方の研究が必要である。また問題を現代の言語に限って考える
ときに，現代北京語の漢字の読み方も補助的な資料として役立つように思われ
る。更に歴史的仮名遣いによる漢字発音の表記も，朝鮮語の漢字読みの推定に
役立つところが大きいと考える。（例）甲カブ／kap／，答タフ／tap／，刀タ
ウ／to／；為ヰ／wi／，以イ／i／など。
　いずれにせよ，漢語が朝鮮語の語彙構成の中で圧倒的比重を占めているにも
かかわらず，現在の朝鮮では南北ともに漢字を使用しない方針を進めているの
で，朝鮮語及び朝鮮事情を研究する日本人にとっては，朝鮮式の漢字，漢語の
読み方についての知識が，きわめて重要であると考える次第である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1970年9月）
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